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社会資本総合整備計画
春江地区都市再生整備計画

平成26年度～平成30年度（5年間） 福井県坂井市

大目標　子育て世代から高齢者までが安心、快適に暮らすことができる温もりのある住環境づくり

・目標　１　　ＪＲ春江駅舎及びその周辺における交通結節機能の強化、利便性の向上
・目標　２　　人々の交流やふれあいを創出する都市拠点の形成
・目標　３　　拠点間を結ぶ移動して楽しい交通ネットワークの創出

地域交流センターの利用人数

ＪＲ春江駅舎及び周辺施設に対するアンケートによる満足度(アンケートで数値化)

コミュニティバス利用者数

百万円 百万円 百万円 百万円

Ａ　都市再生整備計画事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 道路 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 種別 (基本) H26 H27 H28 H29 H30

A1 都市再生 一般 直接 坂井市 １１０　ha 坂井市 1,305

合計 1,305

Ｂ　関連社会資本整備事業

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 (基本) H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

その他関連する事業

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29

平成26年11月13日

計画の名称

計画の期間 交付団体

計画の目標

計画の成果目標（アウトカム指標）

アウトカム指標の定義及び算定式 アウトカム指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

24,400人/年 28,000人/年

25% 50%

3,444人/年 3,800人/年

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1,305
Ａ

1,305
Ｂ

0
Ｃ

0 効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

省略
工種

要素事業名 事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

春江地区都市再生整備計画

なし

省略 要素事業名 事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

事業種別 事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

参考様式2



JR春江駅舎等の満足度 （　点　） 25 （Ｈ２４年度） → 50 （Ｈ３０年度）

地域交流センター利用人数 （人/年） 24400 （Ｈ２４年度） → 28000 （Ｈ３０年度）

コミュニティーバス利用者数 （人/年　） 3,444 （Ｈ２４年度） → 3,800 （Ｈ３０年度）

　春江地区都市再生整備計画（福井県坂井市）　整備方針概要図

目標
ＪＲ春江駅周辺には閑静な住宅地、春江小学校、エンゼルランドふくいやハートピア春江といった教育文化施設、水辺空

間である磯部川が立地しており、これらを活かし子育てがしやすい環境、歩いて暮らすことのできる環境、人々が日常的に

交流しふれあいを楽しめる環境を整え賑わいを創出することを図る。

代表的な

指標

春江中公民館

ハートピア春江

エンゼルランドふくい

ＪＲ春江駅

春江地区都市再生整備計画事業



計画の名称：春江地区 都市再生整備計画           事業主体名：坂井市    　

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 レ

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 レ

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 レ

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い レ

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 レ

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 レ

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 レ

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 レ

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 レ

　１）十分な事業効果が確認されている。 レ

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 レ

　１）まちづくりに向けた機運がある。 レ

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 レ

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 レ

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 レ

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 レ

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 レ

⑥円滑な事業執行の環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果

⑤地元の熱意

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応



都市再生整備計画（第１回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 110 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 H24 H30

人／年 H24 H30

人／年 H23 H30コミュニティバス利用者数 春江駅停留所からの乗降客
交通結節機能の強化の効果をコミュニティバス利用によって評価す
る 3,444人／年 3,800人/年

ＪＲ春江駅舎及び周辺施設に対す
る満足度

ＪＲ春江駅舎及び周辺施設の利便性に対する満足度(駅利
用者アンケート)

駅舎改修による情報発信機能の充実や周辺施設の整備の効果を
駅利用者の満足度をもって評価する 25 50

地域交流センターの利用人数 地域団体の地域交流センターを利用する人数

地域交流センターの整備・機能強化の効果を地域住民活動等で利
用する人数増加をもって評価する 24400人/年 28000人/年

大目標　子育て世代から高齢者までが安心、快適に暮らすことができる温もりのある住環境づくり
目標　１　　ＪＲ春江駅舎及びその周辺における交通結節機能の強化、利便性の向上
目標　２　　人々の交流やふれあいを創出する都市拠点の形成
目標　３　　拠点間を結ぶ移動して楽しい交通ネットワークの創出

　当地区は、明治時代から地場産業として春江ちりめんなどの絹織物業により繁栄し、多くの工場、そこで働く人々で発展してきた。しかし、現在はモータリゼーションの進展と共に主要地方道福井金津線沿線に商業施設の集中し、古くからある街では賑わい
が薄れてきている。
　このような状況を踏まえ、当地区については「坂井市都市計画マスタープラン（平成２０年４月）」などの上位計画では、「「春江駅と文化の森を活かした子育てにやさしい市街地づくり」と整備目標を掲げ、磯部川沿いの既存の歩行者道路や公園を活かしなが
ら、春江駅、文化の森、小学校、保育園等の子育て関連施設および病院、行政施設を歩行者、自転車道で結ぶこと。
　当地区には拠点施設として春江総合支所、春江中公民館、文化の森が存在する。ＪＲ春江駅からその拠点施設への快適な交通環境、ネットワークを図ること、また春江中公民館の整備をすることにより失われつつある市民同士の連帯感が強くなり、市民活
動、市民交流によりますます地域活性化が図られる。

　
・ＪＲ春江駅舎の機能強化、コミュニティバスの駅前広場の乗り入れなどによる交通結節機能の強化、歩行者、自転車、自動車の安全かつ円滑な交通対策の整備が必要である。
・地域活力向上のため地域住民交流の中心となる交流施設の整備が必要である。
・ＪＲ春江駅、春江中公民館、文化の森、エンゼルランドの拠点間を結ぶ快適な交通環境、ネットワークが必要である。

○坂井市都市計画マスタープラン
春江市街地の整備充実イメージ
「春江駅と文化の森を活かした子育てにやさしい市街地づくり」
・磯部川沿いの既存の歩行者道路や公園を活かしながら、春江駅、文化の森、小学校、保育園等の子育て関連施設および病院、行政施設を歩行者、自転車道で結ぶ。
・春江駅前公園内を整備しさまざまな活動の発表の場とする
「協働のまちづくりを支える環境整備」
・地域住民、まちづくり協議会等の交流・連携を促進する市民活動の拠点整備

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 福井県 坂井市 春江地区

計画期間 交付期間 30



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・高質空間形成施設（基幹事業／緑化施設）
・地域生活基盤（基幹事業／案内板）

方針に合致する主要な事業
整備方針１：JR春江駅舎及び周辺における交通結節機能の強化、拠点性の向上
・ＪＲ春江駅西口をロータリー化（一方通行化）し、鉄道とコミュニティバスの結節、送迎車両等の適正な交通処理、歩行者、自転車の安全性の確保を図
る。
・ＪＲ春江駅西口に雨にぬれずに移動できる歩行者シェルターの設置を行うことにより防災性、利便性、快適性の確保を図る。
・ＪＲ春江駅東口の駐車場や駐輪場の有効活用、機能強化により利用者の利便性を高める。
・ＪＲ春江駅に情報発信できるスペースを設けることで地域活性化の拠点化を図る

・高質空間形成施設（基幹事業／歩行者シェルター）
・地域生活基盤（基幹事業／公園整備）
・地域生活基盤（基幹事業／駐輪場）
・道路(基幹事業/ 為国６号線他４路線)
・地域創造支援事業（提案事業／駅舎改修）

整備方針２：人々の交流やふれあい尾を創出する拠点整備
・春江地区の市街地にとって、生活拠点である春江中公民館の建て替えを行い、耐震化、バリアフリー化を図るとともに施設や設備を充実することにより
機能強化を図る。
・住民グループの活動を支援し、あわせて地域活動の担い手の育成する場の整備を行う。

・高次都市施設（基幹事業／地域交流センター）

〇都市再生計画事業の計画の管理について
・交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるために、市役所とまちづくり協議会が事業の進め方の改善等を行うための協議実施する。
〇事業終了後の継続的なまちづくり活動
・当地区では地域自治会を中心としたまちづくり協議会を組織している。協議会における協議に基づき、まちの維持・管理活動等を継続的に広報で知らせ、市民に対し啓発活動を行う予定である。

整備方針３：拠点間を連絡する交通ネットワークの整備
・ＪＲ春江駅舎から文化の森、エンゼルランドを結ぶ磯部川の遊歩道の舗装高質化を図り快適な歩行者の回遊ネットワークを図る。
・ＪＲ春江駅舎から文化の森、エンゼルランドを結ぶ磯部川に案内板，道標の歩行者等の回遊性を促す。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 坂井市 直 6700m H26 H30 H26 H30 250 250 250 250

公園 坂井市 直 663m2 H28 H29 H28 H29 24 24 24 24

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 坂井市 直 案8基、輪60m2 H28 H30 H28 H30 53 53 53 53

高質空間形成施設 坂井市 直 690m H28 H30 H28 H30 152 152 152 152

高次都市施設 坂井市 直 2250m2 H25 H28 H26 H28 723 723 723 723

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,202 1,202 1,202 1,202 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
坂井市 直 H27 H29 H27 H29 100 100 100 100

坂井市 直 － H30 H30 H30 H30 3 3 3 3

合計 103 103 103 103 …B

合計(A+B) 1,305
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

事業効果分析 事業効果分析

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

JＲ春江駅改修事業 JR春江駅

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

地域交流センター

案内板、駐輪場

回遊路、歩行者シェルター

JR春江駅前公園

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

市道為国６号線他4路線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 1,305 交付限度額 522.0 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

　春江地区（福井県坂井市） 面積 110 ha 区域 下記のとおり

N

EW

S

坂井市役所
春江総合支所

ＪＲ春江駅

春江中公民館

ハートピア春江

文化の森
エンゼルランドふくい

・区 域
随応寺、為国平成、いちい野、いちい
野中央、中筋大手、中筋春日、中筋、
為国幸、為国中区、境上町、為国西の
宮、江留下屋敷、江留下、境元町、江
留下高道、東太郎丸、西太郎丸の一
部
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JR春江駅舎等の満足度 （　点　） 25 （Ｈ２４年度） → 50 （Ｈ３０年度）

地域交流センター利用人数 （人/年） 24400 （Ｈ２４年度） → 28,000 （Ｈ３０年度）

コミュニティーバス利用者数 （人/年　） 3,444 （Ｈ２４年度） → 3,800 （Ｈ３０年度）

　春江地区都市再生整備計画（福井県坂井市）　整備方針概要図

目標
ＪＲ春江駅周辺には閑静な住宅地、春江小学校、エンゼルランドふくいやハートピア春江といった教育文化施設、水辺空

間である磯部川が立地しており、これらを活かし子育てがしやすい環境、歩いて暮らすことのできる環境、人々が日常的に

交流しふれあいを楽しめる環境を整え賑わいを創出することを図る。

代表的な

指標

■市道為国６号線改良事業
L=40m

■JR春江駅前公園再整備事業N=1箇所

□ＪＲ春江駅舎改修事業Ｎ＝1棟

■歩行者シェルター設置事業L=90m

■市道駅前１号線改良事業
L=120m

春江中公民館

ハートピア春江

エンゼルランドふくい

■案内誘導サイン設置事業N=8箇所

■回遊ネットワーク整備事業L=600m

■春江中公民館建替事業N=1棟 A=2250㎡

■東口市道側溝等改修事業L=510m

ＪＲ春江駅

ＪＲ春江駅前拡大図参照

春江石仏線

春江北浦線

北浦高田線

Ｊ
Ｒ



【提出様式】 
まちづくり交付金の事前評価チェックシート 

 

地方整備局名 近畿  都道府県名 福井県  市町村名 坂井市  地区名 春江地区  

Ⅰ．目標の妥当性 チェック欄

①都市再生基本方針との適合等 
1) まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 
（該当するものに○） 1.中心市街地活性化 2.防災 3.少子高齢化 4.人口定着 ⑤.観光・交流  

6.アメニティ ⑦.交通利便性 8.都市活力 ⑨.地域コミュニティ 10.その他 

○ 

2) 上位計画等と整合性が確保されている。 
（該当するものに○） ①.市町村総合計画 2.都道府県長期計画 3.都市再生緊急整備地域  

4.構造改革特別区域 5.地域再生計画 6.全国都市再生モデル調査 

7.被災市街地 8.中心市街地活性化計画 ⑨.その他 

○ 

②地域の課題への対応 

1) 地域の課題を踏まえてまちづくりの目標を設定している。 ○ 
2) まちづくりの必要性という観点から地区の位置付けが高い。 ○ 
Ⅱ．計画の効果・効率性  
③目標と事業内容の整合性等 

1) 目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○ 
2) 指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○ 
3) 目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○ 
4) 指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○ 
5) 地域資源の活用やハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○ 
④事業の効果 

1) 十分な事業効果が確認されている ○ 
2) 事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○ 
Ⅲ．計画の実現可能性  
⑤地元の熱意 

1) まちづくりに向けた機運がある。 ○ 
2) 住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○ 
3) 継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○ 
⑥円滑な事業執行の環境 

1) 計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○ 
2) 交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○ 
3) 計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○ 
 


